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新入生の皆さんへ 

 

デジタル医工創成学コース担当 

                                       菅 野 公 二 

 

デジタル医工創成学コースについて 

 

令和３年度から本研究科博士課程前期課程に「デジタル医工創成学コース」が新設されました。令和５年４月

入学生に対しても、配属希望を受け入れます。 

ついては、配属を希望する場合は、令和５年４月１４日（金）までに「デジタル医工創成学コース配属願」に

より工学研究科学務課教務学生係まで願い出てください。 

なお、受け入れ人数に上限がありますので、予めご了承ください。 

 

【デジタル医工創成学コース】 

今日の医療が直面している多様な問題に応えうる先端的な医療機器開発には、ものづくりのための基盤

的な知識を修得すると同時に生命・医学的な観点を併せ持ち、医療の現場におけるニーズ探索を具現化し

事業化へと導くことのできるイノベーションを創出する人材が求められています。 

そこで、本学では医工融合を実現する創造的教育の場として、２０２１年度から大学院新コース：デジ

タル医工創成学コースを開設しました。このコースは神戸大学大学院の複数研究科（工学研究科、医学研

究科、保健学研究科など）にまたがって横断的に実施する教育プログラムです。ここでは、医療機器開発

を主題とした新しい機器のコンセプトデザインやものづくりについて、医療現場を意識した実践を通じて

学修します。 

    本コースには以下の特徴があります。(i)生命・医学系、工学系の専門知識と複眼的思考を、横断的カリ

キュラムと異分野連携のチーム型開発実践の中で育成します。(ⅱ)医療現場の見学を通じた、ニーズ探索

を経験することができます。(ⅲ)リサーチホスピタル内のメディカルデバイス工房における実習により、

医療機器に関連するものづくりやロボットハンド制御などを体験することが出来ます。なお、本コースの

定める修了要件を満たした場合には、課程修了時に認定証を授与します。 

医療技術や工学の医療応用に興味があり、好奇心を持って自ら定めた目標と課題に取り組むことのでき

る人は積極的に参加してください。 

 

修了要件： 30単位以上 

      専攻によって修了要件の内訳は異なりますので、必ず学生便覧で確認してください。 

 

※コース開講科目は、令和５年度２Ｑから開講します。詳しくはコースの時間割を参照してください。 

※コースの詳細は、次の未来医工学研究開発センターのホームページを参照してください。 

http://www.advm.kobe-u.ac.jp/education/index.html#course 



デジタル医工創成学コース

工学研究科
博士課程前期課程
新入生ガイダンス資料



デジタル医工創成学コースでの教育

 先端的な医療機器開発に携われる人材育成

工学的基礎・専門知識＋生命・医学的観点の修得

ニーズ探索／課題解決／イノベーション創出（医療機器に限らず）

 医工融合の創造的教育・共創の場

工学・医学・保健学複数研究科横断の教育カリキュラム

異分野連携のチーム型開発実践演習

医療現場に近い医工連携実践教育の場を形成

 対象者（工学・医学・保健学研究科の学生）

医療技術や工学の医療応用に興味のある人

将来医療機器開発に携わりたい人

異分野に触れ，視野を広げたい人



デジタル医工創成学コース

医療機器コンセプト創造学特論 医療機器コンセプト創造演習

医療機器・システム設計概論 医療機器・システム設計演習

ＡＩ・深層学習 データサイエンス演習

バイオメディカルサイエンスA

医療機器レギュラトリーサイエンス学特論 医療機器ビジネス学特論

バイオメディカルサイエンスB

医療機器・システム英語特別講義Ⅰ 医療機器・システム英語特別講義Ⅱ

医用材料工学 医用有機化学

特別研究１(応用化学専攻：論文講究) 特別研究２(応用化学専攻：特定研究)

各専攻の専門科目（他専攻／他研究科の専門科目）

必修

選択必修

講
義

演
習

＠楠キャンパス

＠ICCRC/MD工房

講義と演習が
対となった科目

授業科目構成

講義とセットになった
先端技術に触れる演習

異分野連携のチームに
よる開発実践演習



デジタル医工創成学コースでの教育

【デジタル医工創成学コース】

授業科目
の区分

授業科目名 単位
必要
単位

必修科目 医療機器コンセプト創造学特論 1
2

医療機器レギュラトリーサイエンス学特論 1

選択必修
科目

バイオメディカルサイエンスA 2

2

バイオメディカルサイエンスB 2

医用材料工学 1

医用有機化学 1

医療機器ビジネス学特論 1

機械学習概論 1

医療機器・システム設計概論 1

医療機器・システム英語特別講義 Ｉ 1

医療機器・システム英語特別講義 Ⅱ 1

選択科目 共通科目および各専攻の専門科目群より選択 16

必修演習
科目

医療機器コンセプト創造演習 1 1

選択必修
演習科目

医療機器・システム設計演習 1
1

データサイエンス演習 1

必修科目 特別研究１ (応用化学専攻：論文講究) 4
8

特別研究２ (応用化学専攻：特定研究) 4

計 30

授業科目
の区分

授業科目名 単位
必要
単位

必修科目 先端融合特論A 1
1

選択必修
科目

先端融合特論B 1

1

選択科目 共通科目および各専攻の専門科目群より選択 20

必修演習
科目

0

選択必修
演習科目 0

必修科目 特別研究１(応用化学専攻：論文講究) 4
8

特別研究２(応用化学専攻：特定研究) 4

計 30

【通常の場合】

授業科目構成 工学研究科博士前期課程（2年）



医療機器コンセプト創造演習
 事前に用意されたケーススタディを使い、疑似的に医療現場で価値の

あるニーズを探索し、明確化して、コンセプトを創造し、それをビジ
ネスにつなげるための演習を行う

 異分野連携のチームでのグループワークによる開発実践演習



医療機器コンセプト創造演習
ニーズの探索/ニーズの明確化

ラピッドプロトライピング プレゼンテーション

 異分野連携のチームでのグループ
ワークによる開発実践演習

 工学４名，医学１名，保健学１名の
グループ

 各々の専門性を活かしたグループ
ディスカッション



医療機器・システム設計演習

講義科目と連携したハンズオン演習，最新機器を活用
演習テーマ

生体インプラントなどの医療デバイスの設計・試作実習
（金属3Dプリンティング，3次元CAD/CAM・5軸加工）

医療ロボット技術の基本となるロボットの遠隔制御実習

マイクロセンサ技術を用いたバイオメディカルセンシング実習



医療機器・システム設計演習
生体インプラントなどの医療デバイスの設計・試作実習

 Additive Manufacturingを用いた医療用デバイスの創製

金属3Dプリンタ 造形中動画（骨折部固定用プレート）

作製したプレートの強度評価



医療機器・システム設計演習

<3次元CAD/スキャナ>

生体インプラントなどの医療デバイスの設計・試作実習

<3次元CAM>

<5軸加工機>

 3次元CAD/CAMによるNCプログラムの作成および5軸加工



医療機器・システム設計演習

 hinotoriの見学・操作体験，山口先生による講演，ディスカッション

ディスカッション

hinotori操作体験

hinotori見学

講演

医療ロボット技術の基本となるロボットの遠隔制御実習



医療機器・システム設計演習

システム・基礎知識の説明，ロボットの教示再生（ピック＆プレイス動作），触力覚
バーチャルリアリティ（仮想物体に触れる），遠隔操縦（ピック＆プレイス動作）

遠隔操縦（ピック＆プレイス動作）

ロボットの教示再生 触力覚バーチャルリアリティ説明

医療ロボット技術の基本となるロボットの遠隔制御実習



医療機器・システム設計演習
マイクロセンサを用いたバイオメディカルセンシング実習

 触覚センサ，力センサ，圧力センサ，バイオセンサの体験実習
 医療機器への応用についての提案・ディスカッション（課題抽出・課題解決）



医療機器・システム英語特別講義Ⅰ・Ⅱ

海外の研究者の英語ビデオ講義＋担当教員によるフォローアップ
講義テーマ

医療分野での実用化を目指したロボット技術

医療分野における材料開発

画像処理／機械学習・ディープラーニング

ジョージア工科大：上田淳教授

ロボット技術
① 医療分野でのロボット

技術応用の現状
② 実用化に向けた研究開

発のケーススタディ
③ 先端研究例１：脊髄穿

刺ガイド用ロボット
④ 先端研究例２：上肢麻

痺リハビリロボット



デジタル医工創成学コースでの教育

 神戸医療産業都市における緊密
な連携の輪の中に開設

 センター内に演習の場となる
メディカルデバイス工房を設置

神戸大学医学部付属病院 国際がん
医療・研究センター（ICCRC）



デジタル医工創成学コースでの教育

セミナースタイル

演習スタイル

メディカルデバイス工房＠ICCRC

協働ロボット・ハプティックデバイス

金属3Ｄプリンタ



新コースのメリットと条件
メリット

実用化に至る新技術創成のための知識と経験

• 医療機器に限らず

生命・医学の視点を養う，視野を広げる

• 異分野交流（工学＋医学＋保健学）

• 医療現場の実フィールドに近い環境

講義とセットになった先端技術に触れる演習

• 大学院での演習はユニーク

条件

医学部（楠キャンパス）／ＩＣＣＲＣ（ポートアイランド）での演習

事前登録制

演習の受け入れ可能人数の都合により申し込み多数の場合は，

制限をかける可能性があります


